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今年度の取り組みについて

①ひきこもりケース検討会議への専⾨家チーム派遣

②ひきこもり⽀援ガイド作成

③研修会の実施

④企画・推進委員会でのケース検討



①ひきこもりケース検討会議への専⾨家チーム派遣について
発達障がい特性のあるひきこもり事例のような、多領域との連携が必要な事例に
ついて、関係機関がお互いの役割を知ることで連携を円滑にし、⽀援の⽅向性を
導き出すことを⽬的に事例検討を実施した。

事例検討モデルの流れ

★専⾨家チーム★
・さっぽろ若者サポートステーション
・ひきこもり地域⽀援センター
・相談⽀援事業所
・地域包括⽀援センター
・札幌市⾃閉症・発達障がい⽀援センターおがる
・医療法⼈社団ほっとステーション

事例や各区からの希望にあわせて専⾨
家チームを構成

第2回研修会にて、事例を提供してい
ただ区の担当者（精神保健福祉相談員、
保健師）より、「⽀援の⽅向性」「連
携した機関の役割や機能」「事例検討
を実施して多機関連携について感じた
こと」についてを中⼼に参加者に報告。



〜ひきこもりケース検討会議 研修報告〜

⼿稲区
「⽗への暴⼒から繰り返し
警察が介⼊している事例」

厚別区
「親亡き後の⽀援について
相談のあった事例」

⻄区
「発達障がいが疑われる
養護者への⽀援」



できるだけしたい

今後もコンサルテーション（コーディネートチームの派遣や、
おがるの機関⽀援など）を
機会があれば利⽤したいと思いますか。

〜機関連携による事例検討アンケートより〜

・効率的に役割分担ができる

・アイディアが広がる

・他機関と協同できると多岐に渡った検討ができる

・⽀援に⾏き詰ったケースの新たな⽀援⽅針を検討できる

・他機関の視点があることで、⽀援の幅が拡がると感じる



令和元年度より『発達障がい特性のある⽅へのひきこもり』をテーマに本事業に
取り組んでおり、その取り組みをまとめた冊⼦を作成。

過去の成果物も詳細が確認できるURLとあわせて掲載

②ひきこもり⽀援ガイド作成



【ひきこもり⽀援ガイドの⼀部を紹介】
⽀援者に向けて、⽀援を考える際のヒントとなるような冊⼦にする
各関係機関がお互いの役割を知り、連携の際には、各々の領域を少し広げると良いかもし
れないと感じてもらえるような内容にする



③研修会の実施
相談⽀援に携わる⽀援者に向けた研修会を2回（8⽉、1⽉）実施。地域包括⽀援セン
ター、相談⽀援事業所、⾏政、医療機関等の相談業務に携わる⽅々にご参加いただけた。
2回の研修会では、佐賀にて先進的なきこもり⽀援を⾏なっている認定特定⾮営利活動法
⼈スチューデント・サポート・フェイス⾕⼝仁史代表理事によるご講演、モデル事業の取
り組みとしての事例報告、グループワークを⾏なった。

⾕⼝先⽣

研修会の様⼦



〜研修会のアンケートより〜

機関連携の際には、お互いの機関の役割を理解し、
役割分担を明らかにすることが大切

グループワークをするなかで多職種との連携について考えたこと

役割分担を明らかにする役割を知る・理解する

コミュニ
ケーション

信頼関係 歩み寄る

ご本人との関係だけでなく支援者同士のつながりも大切に



〜研修会のアンケートより〜
谷口先生の講演で印象に残ったこと

ネットワークづくりの重要性

アウトリーチ

事前準備・協力体制構築

伴走支援



〜研修会のアンケートより〜
感想、今後の研修の希望など

主体となって動き出す機関やまとめ役をする機関が曖昧で
役割分担されていない

連携の課題

グループワークは短い時間でも他機関の方とお話しでき、大変有意義でした。

普段は高齢者部門との連携が中心となるのですが、視点が狭まってしまう危険性があることを認識し、
他部門との連携の場にこれからも出ることを意識したいです。

他機関の方と業務について、情報共有など出来る時間があり大変有難かったです。

コーディネーターがどこの機関になる
のかで悩むケースが多い



④ 企画・推進委員会ケース検討
ケース検討を通じて発達障がい⽀援における考え⽅の共有を図る
ケース検討を通じて、他機関の役割や機能を知り、機関連携のありかたを探る。

今年度の企画・推進委員会では触法事例のケース検討を実施。

【事例提供】
•第１回
札幌市⾃閉症・発達障害⽀援センターおがる

•第２回
北海道地域⽣活定着⽀援札幌センター

•第３回
北海少年院分院紫明⼥⼦学院

企画・推進委員会写真


